
秋田県建設部港湾空港課
令和元年９月２６日

秋田港　環日本海交流や地域の拠点となる港湾の機能強化
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クルーズ船岸壁等

秋田港の主な事業箇所

洋上風車取扱ふ頭

石炭火力
発電所

建設予定地

秋田自動車道  秋田北ＩＣ

浚渫土砂処分場

国際コンテナターミナル

津波対策

秋田港アクセス道路

洋上風力発電
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秋田港の利用状況(取扱貨物量)

平成30年の取扱貨物量は
約745万トン。
貨物量は減少したものの、
年間輸出額は過去最高。

平成28年から３年連続で、
５万TEU超(実入り)のコンテナ
取扱量となっており、順調に推移。
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秋田港の利用状況(クルーズ客船の寄港)

秋田港　クルーズ船寄港数
世界で最も有名な豪華客船「クイーン・エリザベス」が平成３１年、
令和２年、令和３年、３年連続で秋田港に寄港。

寄港地 寄港日

秋田港

平成３１年４月２２日（月）

令和　２年４月２３日（木）

令和　２年５月　８日（金）

令和　２年９月３０日（水）

令和　３年４月２９日（木）

4月22日　 クイーン・エリザベス初寄港　 歓迎セレモニー
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コンテナ船（東南アジア航路）
2.2万DWT級

週2便
（-12）

（-11）

（-13）

水深11m、延長220m

コンテナ船（中韓航路）
1.2万DWT級

週3便

（-13）

（-13）

Ｈ３０年７月　港湾計画改訂
　さらなる貨物量増加に対応して、港湾計画に沖側へのヤード拡張と、２船同時着岸に
　対応した岸壁延伸を位置づけ　
　目標年次（20３0年代半ば）取扱貨物量12万TEU

既定計画 今回計画

秋田港港湾計画改訂(コンテナターミナルの機能拡充)

水深12m、延長230m
水深13m、延長260m
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臨港道路（改良）

国
道

７号

セリオン

岸壁改良(水深11m)

クルーズターミナル

岸壁整備区間

臨港道路改良区間

秋田港駅

令和元年度：概略設計、測量、地質調査等

　秋田港港湾計画改訂(クルーズターミナルの形成)　　

Ｈ３０年７月　港湾計画改訂
　本港地区におけるクルーズ船の寄港増加、バルク貨物の取扱需要やフェリーの大型化
　の動向に対応するため、クルーズ船用岸壁を含む埠頭再編を計画に位置付け。
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洋上風力発電事業計画

　秋田港及び能代港において、民間事業者により港湾内洋上風力発電事業が計画　　
　されている。
　また、秋田県沖において、複数の洋上風力発電事業計画があり、洋上風力発電
　事業の有望区域として期待されている。　

沖合洋上風力発電の候補海域
（合計面積：約351km2）

秋田港

戸
賀

船川

本荘

能代港
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約34km2

約59km2

約68km2

約190km2

水深30m
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海域：能代、三種、男鹿沖
発電所規模：最大45.5万kW

完成：R5年度見込み

海域：八峰、能代沖
発電所規模：最大18万kW
完成：R7年度見込み

海域：由利本荘沖
発電所規模：最大100万kW

完成：R8年度見込み

海域：潟上市沖
発電所規模：最大50万kW

完成：R9年度見込み

港湾：秋田港
発電所規模：5.4万kW
完成：R4年度見込み

港湾：能代港
発電所規模：8.4万kW
完成：R4年度見込み
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○能代港の整備
　今年度、港湾計画を改訂予定。大森地区に、風車の利用環境を整備する予定。

○秋田港の整備
　今年度、飯島地区において、国直轄事業により岸壁の改良に着手。

岸壁(水深11m)
(耐震)

施設改良イメージ

飯島地区

大森地区

大森地区整備イメージ

洋上風力発電の基地港としての整備

　基地港となる港湾には、効率的な風車の組み立て・積み出しのために、
　高い地耐力を持った岸壁と広大なふ頭用地が必要。
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秋田港アクセス道路の整備

埋立予定地

　広域背後地域との循環・対流を促進するため、秋田港と秋田自動車道秋田北ＩＣ
　を結ぶアクセス道路を整備。
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秋田港アクセス道路の整備

埋立予定地

【事業期間】令和元年度～令和１１年度

【総事業費】１４５億円

【事業規模】延長　Ｌ＝６，１２０ｍ
                  幅員　 Ｗ＝７．０（１０．０）ｍ

【事業内容】令和元年度　道路詳細設計、地質調査等
　　　　　　令和２年度　用地測量等
　　　　　　令和３年度以降　用地補償、工事着手

標準横断図


